




0504清潔 清潔

ウイルス感染症の予防をはじめとした、衛生面に関する意識が日々高まっています。

外出時だけでなく、自宅で過ごすときも対策や配慮が必要です。

そのためには、住まいも常に清潔な空間であることが大切。

今、日常生活に取り入れたい、

住まいの衛生面に関するポイントや工夫についてご紹介します。

玄関ホールの近くに洗面台があれば、外から帰ってすぐに
手洗いができ、外からの汚れを防いでくれます。あるいは
玄関前の屋外に汚れ物を洗うスロップシンクの配置も効
果的。ペットの汚れやアウトドア用品の洗浄、家庭菜園の
水やりなど、多目的に使えます。

汚れを自宅内に持ち込まない

室内の空気を、いつもきれいに。壁材の中には、室内の
湿気を吸収したり、気になるにおいを脱臭してくれるも
のがあります。中には住まいの有害物質を低減する機能
性の壁材も。空気清浄機などの家電製品と併せて、室内
環境を快適なものにしていきましょう。

においや湿気をとる

ウイルスは空気を通じてだけでなく、おおぜいの人が使
用する部位からうつるケースもあります。玄関ドアや室内
のスイッチ類、水栓金具などは定期的な消毒が大切。設
備機器の中には、直接触れずに操作できるタイプもあり
ます。ノンタッチ空間を増やせば清潔性は高まります。

非接触の空間を増やす

冬場、室内北側の窓などに発生する結露。放っておくとカ
ビやダニが繁殖し、ぜんそくやアトピーなど健康を害する
リスクになりかねません。換気も大切ですが、重要なのは
部屋をきちんと断熱すること。サッシを交換したり、断熱リ
フォームを行えば、住まいの快適性もアップします。

結露のできない空間に

清潔な空間であること
ウィルスや汚れのない、やさしい住まいに。

これからの住まいの当たり前
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06職住融合 07 職住融合

自宅で執務するだけでなく、PC 等を使った打ち合わせ
や会議が一般化してくると、専用のスペースがほしくなり
ますよね。個室型なら遮音性も高く仕事に集中しやすく、
オープンタイプなら場所を取らず多目的に使えます。空
間を上手に活用してスペースを確保しましょう。

ワークスペースをつくる

仕事が忙しいほど、家事をなるべく軽減したいと思うの
は当然のこと。料理に片付け、掃除・洗濯、ゴミ出しなど、
毎日の家事は膨大です。家の中のレイアウトを工夫した
り、便利な設備機器や家電製品を導入することで、少し
でも家事の負担を減らしていきたいものです。

“家事らく”な家に

照明の明るさや光の色、種類、光源などを工夫すること
で、部屋の印象は大きく変えられます。食事も仕事も同じ
ダイニングやリビングで行うのなら、雰囲気を変えること
でリラックスさせたり、仕事の効率を高められたりと、心
身をコントロールできます。

照明にこだわる

リモートワークのような働き方が定着すると、オフィスまで
の通勤時間に縛られることなく住まいを選べます。住まい
の広さや自然環境、ロケーションを優先し、郊外や地方に
住み替えも可能な時代になりました。都市部と地方を行
き来する二地域居住生活を実践する方も増えています。

住み替えも選択肢に

「テレワーク」「リモートワーク」などと呼ばれるような、会社のオフィスでなく、

自宅や別の場所で仕事をおこなう働き方がポピュラーになってきました。

ウイルス感染症が収まっても、こうした働き方は今後一定の割合で残るでしょう。

そうなると、これまでプライベート空間だった自宅に、オフィスとしての機能も必要になってきます。

折しも、ご夫婦共働きのご家庭が増えています。

仕事疲れの身体を休め、家事や育児の負担を軽くしてくれる家づくりも

考えていきたいものです。

これからの住まいの当たり前

職と住がつながる
「おうちで仕事」も当たり前の時代です。
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08健康 09 健康

建物の断熱性能が低いと、室内なのに夏の暑さや冬の
寒さを強く感じてしまいます。熱中症やヒートショックな
ど、事故にもつながりかねません。断熱リフォームで室内
の温熱環境を高めれば、室内の快適性が高まり、健康的
なうえ毎月の光熱費の抑制につながります。

温熱環境を高める

無垢のフローリング、珪藻土の室内壁……。質感や風
合いのよさや、快適性・安全性などの理由から、自然
素材による家つくりが注目されています。建材に自然由
来の素材を使うことは、アレルギーやシックハウス対策
のひとつとしても効果があるとされています。

自然由来の素材を使う

ぬるめのお湯を張ったバスタブで少し長めのバスタイム
を楽しんだり、落ち着く寝室で上質な睡眠をとったり。座
りごこちのいいソファで、お茶をいただきながらお気に
入りの音楽を聴くのもいいですね。ストレスの多い昨今、
自宅をリラックスできる空間にしていきましょう。

リラックスできること

部屋を移動する際の転倒など、家庭内の事故は少なくあ
りません。事故を減らすために、室内をバリアフリーにす
ることも大切です。高齢者のためだけの特別なものでな
く、ユニバーサルデザイン＝誰にとってもやさしい空間と
して、当たり前の配慮にしていきたいものです。

事故のない空間に

健康は、私たちが生きていくうえでの、もっとも大切な資本です。

そしてよい家は、家族の健康を守る場としても機能します。

今後、１日の多くを過ごすことになる住まい。

家族全員の心身にやさしく、長く安心・快適に暮らし続けるためにも

わが家の「健康偏差値」を高めていきましょう。

家族の健康を支える場
居心地だけでなく、心身のやすらぎ、身体によい空間に。

これからの住まいの当たり前
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10コミュニケーション 11 コミュニケーション

映画鑑賞はリビングのホームシアターで、食事はみんな
で料理にチャレンジ。ニューノーマルな生活は、これまで
外で行っていた行為も「家」が舞台になります。広いリビ
ング、複数でも作業できるキッチン、駆け回れる庭など、
おおぜいで過ごせる場所を増やしていきましょう。

おおぜいで過ごせる場所を

室内に籠もるだけが「家時間」の楽しさではありません。
庭やデッキ、マンションならバルコニーなど、家の外も上
質の時間を過ごす場所のひとつです。ガーデニングや家
庭菜園、軽いフィットネスなど、使い方は多彩。
室内と一体化させれば、広がりや開放感も高まります。

庭も「家時間」のひとつ

ペットもまた、大事な家族の一員。人もペットもストレス
なく暮らしていくためには、家づくりにちょっとした工夫
をプラスしたいもの。においや汚れなどを取り除く工
夫や、ペットがすべりにくい床材や通りやすい建具な
ど、ほんの少しの気配りで暮らしやすくなります。

ペットも、大事な家族

コミュニケーションも大切ですが、同時に必要なのが
プライバシー。リビングの一画をミニ書斎にしたり、夫
婦の寝室レイアウトを工夫するなど、プライベートゾー
ンをしつらえては。家族みんなが家に長くいるからこ
そ、プライバシーには気を遣っていきましょう。

プライバシーも大切

夫婦で会話する。子どもの勉強をみる。友人や遠方の親戚とオンラインでしゃべる。

ステイホームは、「つながり」の大切さを改めて気づかせてくれました。

そんなコミュニケーションの場を広げることが、「家時間」の充実につながります。

一方で、外に気軽に出られないなど、私たちは知らず知らずのうちにストレスにも晒されています。

だからこそ、時にひとりになれる時間や空間も大切です。

コミュニケーションとプライバシー
「家時間」が長いから、お互いの距離感は大切。

これからの住まいの当たり前
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